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文部省「アーキアンパーク・プロジェクト」の一環として、伊豆小笠原島弧水曜海山火口内（深度約 1400m）に

2001 年と 2002 年にいくつかの掘削孔があけられた。そのいくつかにはケーシングパイプが挿入された。掘削孔か

らの熱水を含む湧出水および、チムニー片が採取された。フィルターを用いて湧出水中の微生物を集めた。フィル

ターとチムニー片を破砕し、そこから DNA を抽出した。DNA 中の古細菌 rRNA 遺伝子を特異的プライマーを用いて

増幅した。増幅した DNA 断片を単離してその塩基配列を解析した。いくつかの掘削孔湧出水から古細菌クローンが

得られた。そのクローンはチムニーから得られた物とは異なっていた。湧出水から得られた古細菌クローンは

Methanococcales および Archaeoglobus と近縁の配列であった。これらのクローンは化学独立栄養古細菌相を反映

している。しかし、特異的蛍光標識染色法（FISH）解析の結果、これら湧出水中の古細菌密度は非常に低かった。

同様に真正細菌のクローン解析を行った結果、個々の掘削孔によってはっきりと異なった真正細菌相が観察された。

その解析結果から、真正細菌相は地下で均質ではなく、熱水地帯中央部から周辺部にかけて変化している様子が見

られた。 


